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テーマ「機械学習とAIの現実と今後」



はじめに
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早速ですが、皆さんは「AIの分科会」と聞いて何を思い浮かべますか？
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2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 2

早速ですが、皆さんは「AIの分科会」と聞いて何を思い浮かべますか？

機械学習



分科会メンバー
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幹事



活動の経緯
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機械学習



活動の経緯
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機械学習



活動の経緯
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機械学習

そもそもAIをよくわかっていない…

基本的な技術や2023年度時点の情報を整理！



AIマップとは
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人口知能学会
AIマップβ2.0 （2023年5月版）

〇AI初学者に向けた
課題と技術の俯瞰図

〇支援する範囲は
我々も皆さんも該当するはず

低 高
AIに関する知識

←支援する範囲

低
高
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AIマップが公開している俯瞰図
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引用：人口知能学会「AIマップβ2.0 （2023年5月版）」

AI統合
AI要素技術

AIの社会への応用
AIの影響

AIと人の関わり

ニューラル
ネットワーク

データ
サイエンス

など

音声生成
知識共有・管理

など

AI倫理
ビジネス応用

など



AIマップと活動方針
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引用：人口知能学会「AIマップβ2.0 （2023年5月版）」

AIマップを見ても
よくわからなかった…

一般的な社会人は
AIマップの支援の
範囲外？



AIマップと活動方針
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引用：人口知能学会「AIマップβ2.0 （2023年5月版）」

AIマップを見ても
よくわからなかった…

一般的な社会人は
AIマップの支援の
範囲外？

AIマップが
わかりやすくなるように

2023年度時点の情報を整理！



AIとは
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AIの定義
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➢ AIとは

人の脳に似た学習能力を持ち、自動運転から音声認識まで
さまざまな作業を機械が人の代わりに行う技術
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研究の方向性

機械学習
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研究の方向性

AIをつくる視点とつかう視点で整理し、
進化・普及していく中で必要なスキルや将来の展望を研究！

色々な要素があるけど

つくる視点とつかう視点
で整理すれば

何か見えてくるのでは！
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つくるとつかう

操作 入力

出力表示

システム

AI

つかう つくる
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つくるとつかう（スマートスピーカー）

言葉 音声データ

判断音

システム

AI

つかう つくる
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発表のゴール

つかう

つくる
〇初心者に求められる知識の整理

〇幅広いツールの検証とスキルの整理

×AI開発方法を勉強

×１つのツールに絞って検証



これから話すこと
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「つくる」視点から見たAI1

「つかう」視点から見たAI2

まとめ / 考察3
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AIをつくる



これから話すこと
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「つくる」視点から見たAI1

「つかう」視点から見たAI2

まとめ / 考察3
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つくるとつかう

操作 入力

出力表示

システム

AI

つかう つくる

AIの判断方法は
どのように作っているのかを

眠くならない程度に紹介します！



AIの種類（つくる技術目線）
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AI

機械学習

深層学習

教師あり学習
教師なし学習
強化学習

ルールベース



AIの種類（つくる技術目線）
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AI

機械学習

深層学習

教師あり学習
教師なし学習
強化学習

ルールベース

外枠だけ紹介！



食べるには？
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食べるには？
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準備する



食べるには？
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調理 盛り付け



食べるには？
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食べるには？
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AIも一緒だよ



機械学習を作るイメージ

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 29

PC環境 データ



機械学習を作るイメージ
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学習



機械学習を作るイメージ
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システム導入



機械学習を作るイメージ
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利用



機械学習を作るイメージ
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PC環境

データ

学習 システム
導入 利用

調理器具

食材

調理 盛り付け 食べる



具体的には・・・？
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良い道具(高スペックPC)があった方がよい



具体的には・・・？
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おいしい料理には新鮮な食材！
データは数万単位必要らしい…



具体的には・・・？
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どちらも？専門的な技術が必要！



機械学習の手順
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データ準備 学習項目決定 境界調整(学習) 学習内容調整

(できれば)数万件以上のデータ



機械学習の手順
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データ準備 学習項目決定 境界調整(学習) 学習内容調整

項目A

項
目

B

データをグラフ化
※最適な項目は自分で発見



機械学習の手順
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データ準備 学習項目決定 境界調整(学習) 学習内容調整

項目A

項
目

B

データに合わせた境界を引く
数学(グラフ・関数)の問題



機械学習の手順
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データ準備 学習項目決定 境界調整(学習) 学習内容調整

AIの精度を上げるために
学習条件を試行錯誤！

項目A

項
目

B

追加データ



具体的には・・・？
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どちらも？専門的な技術が必要！

プログラミングや
数学、統計は必須かねぇ



具体的には・・・？
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見栄え大事！(器用さ？UIやプログラミング？)



機械学習特有の課題
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PC環境

データ

学習 システム
導入 利用

数万単位でデータが必要 技術習得が大変



AIの種類（作る技術目線）
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AI

機械学習

深層学習

教師あり学習
教師なし学習
強化学習

ルールベース

外枠だけ紹介！
頑張って考えたので、

寝ないで聞いてください！



深層学習
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深層学習とは…？
人間の神経細胞の仕組みを再現した
「ニューラルネットワーク」を用いたAI

入力層 出力層中間層



深層学習
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深層学習とは…？
人間の神経細胞の仕組みを再現した
「ニューラルネットワーク」を用いたAI

入力層 出力層中間層

へぇ～～



ニューラルネットワークのイメージ
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日
本
で
一
番
高
い
山
は
？

富
士
山
で
す

日本で

一番

高い

山

日本で一番

日本で山

一番高い

高い山

東京？富士山？琵琶湖？

富士山？阿蘇山？

エベレスト？ダイヤ？

エベレスト？ヒマラヤ？

99%富士山
0.5%東京
…

入力層 中間層

出力層



深層学習の具体例
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入力層 出力層中間層

数億個用意



深層学習の具体例
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入力層 出力層中間層

数億個用意

文字生成AI
1000億文字以上の文章で学習

文字起こしAI
数万時間の音声データで学習

→適切な判断になるよう調整



つくるまとめ
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AIを導入するのに「つくる」じゃなくて

既存のサービスやパッケージを「つかう」ことを検討しよう！

➢大量な学習データ
➢学習、調整のための膨大な時間
➢専門的な知識を有した技術者が必要！

AIを作るには...
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AIをつかう



これから話すこと
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「つくる」視点から見たAI1

「つかう」視点から見たAI2

まとめ / 考察3
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AIをつかう

操作 入力

出力表示

システム

AI

つかう つくる

つかう視点からみた
AIについて解説します！



この数字な～んだ？
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この数字な～んだ？
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私たちが使ったAIツールの数！



この章で話すこと
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AIツールをたくさん使ってみた！1

生成系AIって何者！？2

章のまとめ3

必要なスキルに
ついても解説！

生成系とそれ
以外を比較！



この章で話すこと
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AIツールをたくさん使ってみた！1

生成系AIって何者！？2

章のまとめ3

必要なスキルに
ついても解説！

生成系とそれ
以外を比較！



どんなツールを使ったか

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 58

とにかくAIツールをたくさん使ってみた！

➢ 利用の難易度が難しめのもの～簡単なものまで

108個！

幅広く！
どういう形で使われているか気にせずに使う！



どんなツールを使ったか
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とにかくAIツールをたくさん使ってみた！

➢ 利用の難易度が難しめのもの～簡単なものまで

108個！

幅広く！
どういう形で使われているか気にせずに使う！

ChatGPT

お掃除ロボット Whisper



実際にAIを108ツール使ってわかったこと
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1.無意識に沢山のAIを使っている

2.安全性やデータの取り扱いはAIによる

3.AIを使うのは簡単



実際にAIを108ツール使ってわかったこと
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普段意識していなくても沢山のAIを使用していた

1.無意識に沢山のAIを使っている
2.安全性やデータの取り扱いはAIによる
3.AIを使うのは簡単



実際にAIを108ツール使ってわかったこと
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1.無意識に沢山のAIを使っている

2.安全性やデータの取り扱いはAIによる
3.AIを使うのは簡単

利用時の安全性が課題



実際にAIを108ツール使ってわかったこと
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AI知識がほぼなくても使えた

1.無意識に沢山のAIを使っている
2.安全性やデータの取り扱いはAIによる

3.AIを使うのは簡単



AIを活用するには
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どんなツールも気軽に利用できたけど
活用するには何が必要なんだろう？



AIを活用するために必要なスキル
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1.「ITリテラシー」

2.「プロンプト力」

3.「データ分析力」
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出力結果の活用・コンプライアンス

AIを活用するために必要なスキル

1. 「ITリテラシー」
2. 「プロンプト力」
3. 「データ分析力」
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AIから望ましい結果を得るために、
指示を工夫し、最適化するスキル

AIを活用するために必要なスキル

1. 「ITリテラシー」

2. 「プロンプト力」
3. 「データ分析力」



2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 68

出力結果に対しての正誤の判断が必要

AIを活用するために必要なスキル

1. 「ITリテラシー」
2. 「プロンプト力」

3. 「データ分析力」
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108個のツールを無作為に調べていった

108ツールの検証



この章で話すこと
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AIツールをたくさん使ってみた！1

生成系AIって何者！？2

章のまとめ3

必要なスキルに
ついても解説！

生成系とそれ
以外を比較！



生成系AIって何者！？
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VS

生成系AI ChatGPT

非生成系AI Whisper

オセロを作成

会議の
文字起こし



オセロ作成の流れ

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 72



今話題のあのツールを使ってみた！

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 73



メンバーの作成したオセロ

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 74

お手元にあるQRコードを読み込むと、
分科会メンバーが作成したオセロを使うことが出来ます！



ChatGPTを使ってオセロを作成した結果
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ChatGPTを使用して開発した結果!

何もできない 画面まで

何もできない 画面まで 完成

現状のプログラミングスキル

完成

2日⇒2時間に短縮！
補足機能を追加できた！



ChatGPTを使った結果
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開発時間短縮・補足機能追加 「できない」が「できる」に

AIを使うことはできるが、活用するには特定のスキルが必要



生成系AIって何者！？
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VS

生成系AI ChatGPT

非生成系AI Whisper

オセロを作成

会議の
文字起こし
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Whisperを使う流れ



Whisperを分科会会議で使った結果
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・一部誤訳があるが意味が伝わる形に！
・その場にいたメンバーであれば修正できる精度になっていた！
・誤訳している箇所を確認すると、

音質等の問題で聞き取れていない箇所や固有名詞が多くあった



Whisperを分科会会議で使った結果

80

より高い精度で利用するためには、
「音質が良い音声ファイルを作成する」
「誤訳等が発生する場合があることを知っておく」
ことが必要である

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」

・非生成系AIを使うと時間短縮

・必要なスキルが少なく手軽に利用できる

そもそも文字起こしは誰でもできる



この章で話すこと
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AIツールをたくさん使ってみた！1

章のまとめ

2 生成系AIって何者！？

3

必要なスキルに
ついても解説！

生成系とそれ
以外を比較！



108ツール検証しての整理

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 82

思っているよりAIは身近な存在



108ツール検証しての整理

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 83

「ITリテラシー」「プロンプト力」「データ分析力」は必要



生成系と非生成系の比較
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VS
非生成系AI

生成系AI

・生成系AIを使うと時間短縮 ・非生成系AIを使うと時間短縮

・「できない」から「できる」 ・必要なスキルが少なく
手軽に利用できる

※特定のスキルが必要

ChatGPT Whisper
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まとめに入ります

まとめ



これから話すこと
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「つくる」視点から見たAI1

「つかう」視点から見たAI2

まとめ / 考察3
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まとめ
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発表の方向性

つかう

つくる 初心者に求められる知識の整理

幅広いツールの検証とスキルの整理

初心者視点から、2023年度時点の情報を整理！



結果まとめ
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AIをつくる

➢AIをつくるには膨大なデータや時間が必要

➢活用するための専門的な知識を有した技術者が必要

個人や一企業が初期段階から始めるのは非常に難しい



結果まとめ
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AIをつくる

既存のサービスやパッケージを「つかう」ことを検討しよう！

AIをつくる

＜

AIをつかう



結果まとめ
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AIをつかう

非生成系AIのツールが生活に浸透！

➢ 思っているよりAIは身近な存在

➢ 機械学習や深層学習の技術を使ったものが多い



結果まとめ
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AIをつかう

ITリテラシー プロンプト力 データ分析力

AI活用スキル

➢ 活用することで作業時間の短縮！

➢ 加えて個人のスキル以上の結果を出すことができる！
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考察



非生成系AIの歴史を振り返る
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2006 2012

2014 2023(現在) 2030～2040

非生成系AIの歴史

深層学習の登場 機械学習技術の向上 機械学習の無意識利用

非生成系AIの無意識利用・・・技術発展から10~20年



生成系AIの歴史
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2006 2012

2014 2023(現在) 2030～2040

深層学習の登場 機械学習技術の向上

生成系AIの歴史

GANの登場 生成系AI技術の向上 生成系AIの無意識利用？



生成系AIの歴史
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2006年 2012年

2014 2023(現在) 2030～2040

深層学習の登場 機械学習技術の向上

非生成系AIの歴史

生成系AIの歴史

GANの登場 生成系AI技術の向上 生成系AIの無意識利用？

生成系AIの無意識利用・・・10~20年後

予想



求められるスキル
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生成系AIの進化のスピードは早い

➢ 短期間で変化が求められる可能性がある！

新たな変化に対応するための「適応力」が重視

➢ 技術の発展により働き方や人々の役割は変化していく！

予想



求められるスキル
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「適応力」

AI活用スキル

生成系AIの進化への対応

ITリテラシー プロンプト力 データ分析力

「最適」が変化していく



スキル習得のために・・・

2023年度アシスト分科会 「機械学習とAIの現実と今後」 99

積極的にAIに触れる 活用する機会を作る

少しでも知識を身に着ける 実践的な訓練の場を設ける
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ゼロからの第一歩
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